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1. まえがき 

 少子高齢化や人口減少といった問題に直面してい

る地域は全国的にも珍しくなく、それらの解決のた

め日々様々な地域活性化の取り組みが行われている

[1]。そのひとつとして観光振興がある。観光を促す

手法としてゲーミフィケーションが広く用いられて

いる[2]。ゲーミフィケーションとは、ゲームの要素

の中でやる気を起こさせたり継続させたりする仕組

みや仕掛けのことをいう。観光におけるゲーミフィ

ケーションの代表的なものとしてスタンプラリーが

挙げられる。近年では、スマートフォンを始めとす

る端末の普及に伴って、観光アプリケーションの研

究・開発が行われており、例えば伊藤らが開発した

「エリアスタンプラリーシステム」がある[3]。一方

でこの「エリアスタンプラリーシステム」には、スタ

ンプの設定数が多い場合一目でスタンプ獲得状況を

把握できないという問題点と、スタンプを設定した

観光地の情報が少ないという問題点がある。 

そこで本研究では、観光システムによる観光促進

とそれに伴う地域活性化を目的のもと、前述の問題

点の解決策として、地図の色表示による観光地到達

度の可視化機能と即座に観光情報を参照できる機能

を取り入れた観光システムを提案した。また、本シ

ステムが未到達地域への観光を促す手法として有効

か検証を行った。 

 

2. システム構成 

2. 1 システム概要 

 本システムは Web ページを読み込むと起動され、

図 1 に示す初期画面が表示される。図 1 における右

側のリスト（以下観光地リストと呼ぶ）には、各市町

の観光地がチェックボックスとともに記載されてい

る。観光地リストには合計 138 件の長崎県内の観光

地を記載している。観光地リストのうち、行ったこ

とがある観光地にチェックを入れていくと、その数

に応じて各市町の地図の色が変化する。色の変化の

様子を図 2 に示す。 

また、図 1 及び図 2 において観光地リスト中の観

光地のテキストをクリックまたはタップすると、選

択した観光地の名前と写真が記載された吹き出し

（以下情報ウィンドウと呼ぶ）が表示される。例と

して「土谷棚田」の情報ウィンドウを表示させる様

子を図 3 と図 4 に示す。図 3 において、観光地リス

ト中の「土谷棚田」のテキスト部分をクリックまた

はタップすると、図 4 のように「土谷棚田」の情報

ウィンドウが表示される。 

図 4 において、情報ウィンドウ内の写真をクリッ

クまたはタップすることで、ながさき旅ネットや市

町の公式サイトの観光ページへ移行し、その観光地

の観光情報を参照することができる。 

  

図 1 初期画面. 図 2 チェックを 

入れた様子. 

  

図 3 「土谷棚田」 

を選択する様子. 

図 4 情報ウィンドウ

が表示された様子. 

 

2．2 開発環境 

 本システムの開発には、JavaScript と Google 社

が 提 供 す る Google Maps Platform の Maps 

JavaScript API を使用した。これらを使用する利用

としては、地図を用いる Web アプリケーションの開

発環境として一般的に使われるためである。 



3. 評価 

3. 1 調査方法 

 本システムの有効性を検証するため、本学学生で

ある 20歳～30歳の 31名を対象に実際にシステムを

使用してもらい、アンケート調査を行った。 

 

3. 2 アンケート項目 

表 1 にアンケートの項目を示す。 

表 1 アンケート項目. 

項目 内容 

質問 1 チェックを入れた数を入力してください。 

質問 2 観光は好きですか。 

質問 3 
このシステムを使ってみて、行ったことがない観光地に

行ってみたいと思いましたか。 

質問 4 
このシステムを使ってみて、行ったことがない市町に行

ってみたいと思いましたか。 

質問 5 写真を表示する機能は役に立ちましたか。 

質問 6 
達成率を色で表示する方法はわかりやすいと思いまし

たか。 

質問 7 このシステムを使っていて楽しいと思いましたか。 

質問 8 このシステムは使いやすかったですか。 

質問 9 このシステムは地域活性化に効果的だと思いますか。 

質問 10 
その他、ご意見・ご感想などありましたらお書きくださ

い。 

 

3. 3 アンケート結果と考察 

質問 1 と質問 2 の結果により今回の実験の被験者

はすべて長崎県での観光経験がある程度あり、観光

に対して好感を持っていることがわかった。また、

質問 3 から質問 9 について、回答方式は 4 段階評価

の選択式となっている。選択肢において評価が高い

順に 4 点から 1 点の評価点をそれぞれ設定し、質問

項目ごとの評価点の平均を求めたグラフを図 5 に示

す。いずれの項目についても 3.5 点以上の高い評価

が得られた。特に、写真表示機能は被験者が観光地

に行ったことがあるかどうかや、観光地の情報を参

照するかどうかの判断材料となり、頻繁に使用され

たため有用性の評価が高くなったと考えられる。ま

た、地図の色表示機能や写真表示機能、観光地の情

報参照が未到達観光地に興味を持つきっかけとなり、

未到達地域への観光意欲やシステムの楽しさの評価

が高くなったと考えられる。 

一方で、スマートフォンにおける地図操作のやり

づらさや画面が小さいことによる表示の見づらさが

システムの使いやすさの評価を下げた原因と考えら

れる。そのため、端末に適した UI の改善が必要であ

ることが判明した。 

 

図 5 質問 3 から質問 9 の評価点平均. 

 

4. あとがき 

 本研究では、観光アプリケーションによる観光促

進とそれに伴う地域活性化を目的とし、地図の色表

示と即座に観光情報を参照できる機能を取り入れた

観光システムで未到達地域への観光を促す手法を提

案した。本手法の有効性を検証するために本学の学

生 31 名を対象に実際にシステムを使用してもらい、

アンケート調査を行った。アンケート調査の結果、

本システムにおける地図の色表示機能や写真表示機

能、観光地の情報参照が未到達地域への観光意欲の

向上に効果的だったことが確認できた。したがって

本研究で提案したシステムは未到達地域への観光を

促すシステムとして有効であるといえる。 

一方で今回の実験では本システムについて概ね使

いやすいという結果が得られたが、スマートフォン

における UI の使いづらさについての指摘も見られ

た。 
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付録 

本研究で提案したシステムのページの URLとその QR

コードを記載する。 

https://saike.sakura.ne.jp/ 

siebold2020/test6.html(2021/2/16).  

https://saike.sakura.ne.jp/siebold2020/test6.html
https://saike.sakura.ne.jp/siebold2020/test6.html

